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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド　

ガ
ー
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
著

あ
め
の
も
り
の
お
く
り
も
の　
　

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
著

と
べ
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン　
　
　
　
　

や
な
せ
た
か
し
著

ࡩ
႘
ʋ
ʷ
↕
ʣ
ʞ
⅓
ʓ
ˋ
ʗ
ῴ
ూ
ங
ଆ

☎
０
９
９─

４
８
６─

０
５
０
５

ふ
し
ぎ
な
で
ま
え　
　
　
　
　
　

か
が
く
い
ひ
ろ
し
著

天
の
町
や
な
ぎ
通
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
井
健
著

財
布
の
つ
ぶ
や
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
よ
う
こ
著

樹
霊
の
塔　

〜
伊
集
院
大
介
の
聖
域
〜　
　

栗
本
薫
著

十
五
万
両
の
代
償　

〜
十
一
代
将
軍
家
斉
の
生
涯
〜　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
雅
美
著

魔
法
！
魔
法
！
魔
法
！

〜
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
短
編
集
〜

　
　
　
　
　
　

ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著

ひ
と
り
ざ
む
ら
い
と
こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
洋
著

ऐ
ᆯ
৊
მ
࠵
ూ
ங
ଆ

☎
０
９
９
４─

63─

２
６
２
３

み
じ
か
い
命
を
抱
き
し
め
て　
　

ロ
リ
ー
・
ベ
ギ
ー
著

一
瞬
の
風
に
な
れ　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
多
佳
子
著

恋
空(

上
・
下)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
嘉
著

日
々
ご
は
ん
１
～
９　
　
　
　
　
　
　

高
山
な
お
み
著

ノ
ン
タ
ン
お
ば
け
む
ら
の
め
い
ろ　

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
作

ス
ス
メ
お
に
ぎ
り
コ
ロ
コ
ロ(

野
菜
の
巻)　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ぐ
ま
こ
う
じ
作

お
お
き
な
た
ま
ご　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
村
輝
夫
作

政
治
参
加
で
未
来
を
ま
も
ろ
う　
　
　
　

首
藤
信
彦
著

世
界
の
半
分
が
飢
え
る
の
は
な
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
ン
・
ジ
グ
レ
ー
ル
著

○
雇
入
れ
奨
励
金
＝
１
人
当
た

り
30
万
円
（
１
０
０
人
が
限

度
）

【
問
い
合
わ
せ
】

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９-

２
１
９-

８
７
１
２

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
映

画
「
新
・
あ
つ
い
壁
」
の

上
映
に
つ
い
て

　

映
画
「
新
・
あ
つ
い
壁
」
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
、
法
の
前
の
平
等
を

踏
み
に
じ
ら
れ
た
50
年
以
上
も

前
の
史
実
を
も
と
に
製
作
さ
れ

た
映
画
で
す
。

●
日
時
＝
６
月
29
日
（
日
）

　

14
時
～

●
場
所
＝
市
文
化
会
館

●
鑑
賞
料
（
前
売
り
券
）

　

一
般
＝　

１
，
２
０
０
円

　

中
・
高
校
生
＝
８
０
０
円

　

小
学
生
以
下
＝
無
料

※
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
全
面
解
決
を
め
ざ
し
て

「
共
に
歩
む
会
」

代
表　

松
下　

徳
二

☎
０
９
９
４-

44-

９
６
８
７

●
鹿
児
島
県
の
地
方
再
生
分
野

○
食
料
品
製
造
業

○
生
産
用
機
械
器
具
製
造
業

○
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

●
支
給
対
象
事
業
主
の
要
件

○
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主
で

あ
る
こ
と

○
中
小
企
業
者
の
要
件
を
満
た

す
事
業
主
で
あ
る
こ
と

○
法
人
又
は
個
人
が
、
県
内
に

お
い
て
前
記
の
地
方
再
生
分

野
を
主
た
る
事
業
と
し
て
、

新
た
に
創
業
を
行
う
こ
と

○
創
業
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
、
地
方
再
生
分
野

に
係
る
事
業
計
画
の
認
定
申

請
を
行
い
、
そ
の
認
定
を
受

け
る
こ
と

○
創
業
後
１
年
以
内
に
、
労
働

者
（
一
般
被
保
険
者
）
を
１

人
以
上
雇
い
入
れ
、
当
該
労

働
者
を
６
か
月
以
上
継
続
し

て
雇
用
し
て
い
る
こ
と

●
助
成
内
容

○
創
業
支
援
金
＝
創
業
経
費

（
法
人
等
の
設
立
等
に
要
し

た
経
費
、
職
業
能
力
開
発
経

費
、
設
備
・
運
営
経
費
）
の

合
計
額
の
３
分
の
１
を
支
給

※
た
だ
し
、
雇
い
入
れ
が
５

人
未
満
の
場
合
は
上
限

３
０
０
万
円
、
５
人
以
上
の

場
合
は
上
限
５
０
０
万
円

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
７
月
10
日
（
木
）

　

14
時
～
15
時

●
場
所
＝
市
役
所
７
階
大
会
議

室
●
講
師
＝
倉
内
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

倉
内　

洋
文
先
生

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物

認
証
制
度
を
取
得
し
ま
せ

ん
か

　

市
で
は
、
農
作
物
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
生

産
工
程
の
管
理
を
取
り
入
れ
た

「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認

証
制
度
」
の
取
得
に
向
け
た
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
７
月
１
日
（
火
）

　

10
時
～
12
時

●
場
所
＝
市
役
所
７
階
大
会
議

室
●
内
容
＝
「
か
ご
し
ま
の
農
林

水
産
物
認
証
制
度
（
Ｋ

−

Ｇ

Ａ
Ｐ
）」
の
取
得
方
法
に
つ

い
て

鹿
屋
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

　

現
在
お
手
持
ち
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

が
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
８
月
１
日
か

ら
有
効
の
保
険
証
を
７
月
中
に

普
通
郵
便
で
各
家
庭
へ
郵
送
す

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
配
達
記
録
郵
便
で
の

受
け
取
り
や
窓
口
で
の
直
接
受

け
取
り
も
可
能
で
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
７
月
11
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
窓
口
受
け

取
り
は
、７
月
24
日
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
在
学
証
明
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学

生
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
す
み

や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
保
険
課

（
１
階
⑥
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
６
２

前
立
腺
が
ん
予
防
講
演
会

を
開
催

　

最
近
急
増
し
て
い
る
前
立
腺

が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
、
講
演

【
問
い
合
わ
せ
】

市
農
林
水
産
課
（
２
階
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
７

雑
草
や
樹
木
は
適
正
に
管

理
し
ま
し
ょ
う

　

雑
草
や
樹
木
な
ど
が
、
生
い

茂
り
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
空
き
地
や
空
き
家
に
雑
草

や
樹
木
な
ど
が
生
い
茂
る
と
衛

生
害
虫
の
発
生
、
交
通
の
妨
げ

や
不
法
投
棄
に
つ
な
が
り
、
周

辺
住
民
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
及
び
土
地
管
理

者
の
皆
さ
ん
は
、
空
き
地
や
空

き
家
に
雑
草
や
樹
木
が
生
い
茂

ら
な
い
よ
う
に
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
生
活
環
境
課

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
７
８

串
良
町
文
化
協
会
発
表
会

を
開
催

　

第
25
回
串
良
町
文
化
協
会
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。
文
化
協

会
員
に
よ
る
舞
台
発
表
や
作
品

展
示
な
ど
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

お
知
ら
せ

図
書
の
案
内

ી
ᆏ
ూ
ங
࠵

☎
０
９
９
４─

43─

９
３
８
０

天
下
の
副
将
軍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
山
靖
生
著

裁
判
員
の
た
め
の
刑
法
入
門　
　
　
　
　

船
山
泰
範
著

食
道
の
病
気
が
わ
か
る
本　
　
　
　
　
　

幕
内
博
康
著

は
じ
め
て
の
花
の
寄
せ
植
え　
　
　
　

井
田
洋
介
監
修

夜
の
桃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
衣
良
著

東
京
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
野
夏
生
著

も
う
、
さ
よ
な
ら
は
言
わ
な
い　
　
　
　
　

榊
邦
彦
著

オ
フ
ェ
ー
リ
ア
の
物
語　
　
　
　
　
　
　

山
田
正
紀
作

な
つ
の
お
と
ず
れ　
　
　
　
　
　

か
が
く
い
ひ
ろ
し
作

ʋ
ʷ
↕
ʣ
ʞ
⅓
ʓ
ˋ
ʗ
ῴ
঵
ိ
చ
࣓
ޏ
࠵
ూ
ங
ଆ

☎
０
９
９
４─

58─

６
０
３
６

要
介
護
４
・
５
の
人
の
ケ
ア　
　
　
　
　

小
山
朝
子
著

自
立
を
さ
さ
え
る
ケ
ア　
　
　
　
　
　
　

小
山
朝
子
著

認
知
症
の
人
の
ケ
ア　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
朝
子
著

橋
を
渡
る
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
原
百
合
著

赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
育
つ
１
０
０
の
離
乳
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
澤
池
早
子
監
修

文
化
会
館
の
催
し

で
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
日
時
＝
６
月
29
日
（
日
）　

13
時
～
17
時

●
場
所
＝
串
良
公
民
館
別
館
大

ホ
ー
ル

●
内
容
＝
舞
台
発
表
（
舞
踊
、

琴
、
詩
吟
ほ
か
）・
作
品
展

示
（
書
道
、
絵
画
、
生
け
花

ほ
か
）

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

串
良
町
文
化
協
会
事
務
局

（
串
良
公
民
館
内
）

☎
０
９
９
４-

63-

２
６
２
３

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま

す
　

最
低
賃
金
法
が
、
７
月
１
日

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

①
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す

る
場
合
、
労
働
者
が
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
活
保
護
の
施
策
と
の

整
合
性
に
も
配
慮
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

②
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
い

の
場
合
の
罰
金
額
の
上
限
が

２
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

③
産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い

に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
法

の
罰
則
は
な
く
な
り
、
労
働

基
準
法
の
賃
金
の
全
額
払
い

違
反
の
罰
則
（
罰
金
の
上
限

額
30
万
円
）
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
障
害
に
よ
り
、
著
し
く
労
働

能
力
の
低
い
人
等
に
対
す
る

適
用
除
外
が
廃
止
さ
れ
、
最

低
賃
金
の
減
額
特
例
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、
派

遣
先
の
地
域
又
は
産
業
の
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９-

２
２
３-

８
２
７
８

地
方
再
生
中
小
企
業
創
業

助
成
金
が
創
設

　

雇
用
の
改
善
の
動
き
が
弱
い

地
域
に
お
い
て
、重
点
分
野（
地

方
再
生
分
野
）
に
該
当
す
る
事

業
分
野
で
新
た
に
中
小
企
業
法

人
を
設
立
又
は
個
人
事
業
を
開

業
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
求

職
者
を
受
け
入
れ
て
、
地
方
再

生
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
、

当
該
事
業
主
に
対
し
て
、
創
業

経
費
及
び
労
働
者
の
雇
い
入
れ

に
係
る
経
費
を
支
援
す
る
助
成

金
を
創
設
し
ま
し
た
。




